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     午前１０時００分 開議 

○議長（佐藤長成君） 皆様、おはようございます。 

  定刻になりましたので、会議を始めさせていただきます。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は13名であります。定足数に達しておりますから、議会は成立いたしま

した。 

  本日の議事日程はお手元に印刷配付のとおりであります。日程に従い議事を進めます。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤長成君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、６番葛西 清君、９番今 千佳

君を指名いたします。 

                                            

     日程第２ 諸般の報告 

○議長（佐藤長成君） 日程第２、諸般の報告をいたします。 

  本日の会議に説明員として出席を求めた者の職、氏名については、一覧表としてお手元に配

付のとおりであります。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

                                            

     日程第３ 議案第３号 令和８年度蔵王町一般会計予算 

○議長（佐藤長成君） 続いて、日程第３、議案第３号令和８年度蔵王町一般会計予算を議題と

いたします。 

  提出者から提案の理由の説明を求めます。町長。 

     〔町長 村上英人君 登壇〕 

○町長（村上英人君） 皆さん、おはようございます。 

  早速でありますが、ただいま上程されました議案第３号令和８年度蔵王町一般会計予算につ

いて提案の理由をご説明申し上げます。 

  本案は、この後、予算特別委員会に付託され、詳しく審査していただくことになると思いま

すので、全体の概要について申し上げます。 

  令和８年度一般会計予算は、総合運動公園遊具設置事業や、各システム標準化導入事業が減
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額となりましたが、統合中学校建設関連事業の大幅な増額により、前年度より12億5,600万

円、14.7％増の98億1,200万円となりました。 

  それではまず、歳入について、主なものをご説明申し上げます。 

  町税については、町民税や固定資産税の増額により、前年度に比べ0.3％増の17億416万

7,000円を計上いたしました。 

  地方交付税は、全体で1.7％増の24億6,050万円を計上したところであります。普通交付税に

ついては、前年度より5,000万円の増としたところであります。 

  寄附金は、ふるさと応援寄附金について、前年度より２億円増の７億円を計上いたしまし

た。 

  国庫支出金は、デジタル基盤改革支援補助金が皆減となりましたが、公立学校施設整備費負

担金の増により、前年度より１億8,839万1,000円増の11億4,295万8,000円を計上いたしまし

た。 

  県支出金は、公立学校情報機器整備事業費補助金の減や、参議院議員及び宮城県知事選挙費

委託金の皆減により、前年度より4,839万9,000円減の３億1,601万1,000円を計上いたしまし

た。 

  繰入金は、義務教育施設整備基金繰入金や、森林環境譲与税基金繰入金などの増により、前

年度より１億9,803万9,000円増の６億7,009万8,000円を計上いたしたところであります。 

  町債は、統合中学校建設に伴う公共施設等適正管理推進事業債の大幅な増により、前年度よ

り６億2,030万円増の19億9,850万円を計上いたしました。 

  次に、歳出の主なものを申し上げます。 

  まず、議会費は１億813万3,000円を計上いたしました。前年度より781万6,000円、7.8％の

増となりました。 

  次に、総務費は12億8,289万6,000円を計上いたしました。情報政策費、賦課徴収費、戸籍住

民基本台帳費及び選挙管理委員会費において、国のシステム標準化に伴う各システム標準化

導入事業の皆減により、6,735万7,000円、5.0％の減となりました。 

  次に、民生費は20億4,792万4,000円を計上いたしました。後期高齢者医療費において後期高

齢者医療療養給付費負担金が増となりましたが、物価高騰対策費が廃目となったことから、

2,198万4,000円、1.1％の減となりました。 

  次に、衛生費は６億3,569万円を計上いたしました。新たにみやぎ県南中核病院運営費を創

設し、救急医療負担金を予算計上したことから、1,211万2,000円、1.9％の増となりました。 
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  次に、農林水産業費は１億8,059万1,000円を計上いたしました。向山地区ほ場整備事業用地

地形図作成事業の完了によるほ場整備事業費の減により、1,486万2,000円、7.6％の減となり

ました。 

  次に、商工費は２億547万9,000円を計上いたしました。こけし館駐車場舗装・区画補修事業

に伴う伝統産業会館管理費や観光活性化基金費の増により、615万円、3.1％の増となりまし

た。 

  次に、土木費は６億4,161万円を計上いたしました。町道整備事業に係る道路改良整備事業

費や、総合運動公園遊具設置事業の完了による公園管理費の減により、3,431万3,000円、

5.1％の減となりました。 

  次に、消防費は３億2,462万8,000円を計上いたしました。仙南地域広域行政事務組合消防費

負担金に係る常備消防費や、小型消防動力ポンプ積載車購入事業に係る消防施設費の増によ

り、3,581万6,000円、12.4％の増となりました。 

  次に、教育費は39億1,604万5,000円を計上いたしました。統合中学校建設関連事業に係る義

務教育施設整備費の大幅な増により、13億870万1,000円、50.2％の増となりました。 

  次に、災害復旧費は、災害発生時の町道や農道・用排水路等の応急修繕に備えるため、757

万9,000円を計上したところであります。 

  次に、公債費は４億4,313万4,000円を計上いたしました。前年度より2,926万2,000円、

7.1％の増となりました。 

  次に、第２表債務負担行為については、新たに13件の債務負担行為を設定しようとするもの

であります。 

  次に、第３表地方債については８件で、総額19億9,850万円を計上いたしました。 

  また、予算第４条に定める一時借入金については、大規模災害など不測の事態に備えるた

め、最高額を前年度と同額の５億円に定めるものであります。 

  以上、予算の概要をご説明申し上げましたが、詳細につきましては、予算特別委員会で慎重

にご審議の上、原案どおり可決決定くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤長成君） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

  本案につきましては、予算特別委員会に審査を付託する予定でありますので、質疑は政策的

なもの、あるいは総括的なものについて質疑をされるようお願いいたします。 

  それでは、質疑ありませんか。１番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） まず、詳しいことは予算特別委員会でやりますけれども、今回の予算の
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中で特徴的なのは、やはり過去最大の予算額98億円になります。３年連続とかで更新、更

新、更新で、予算額が98億円となりました。令和５年度決算で10億6,000万円、令和６年度12

億9,000万円、令和７年度予算13億7,000万円、令和８年度予算19億9,000万円、計57億3,000

万円の町債を言わば借金をすることになったんですね、最近、学校建設のために。 

  単純にお伺いしたいのは、まず、学校建設の予算のための大型町債発行は今年度でめどがつ

くのか、来年度はもうないのか、これで建てられるのかということと、あと、施政方針演説

の中で、財政の見通しについて町長は、令和６年度の決算審査の数字で、令和６年度のです

よ、数字で実質公債費比率、将来負担比率等の状況を見ると健全財政を維持できているとお

っしゃっていましたし、認識していると思うんですけれども、議会の性質上、今確定してい

るのは令和６年度決算までなんですが、もう今令和８年度の予算の話をしていて、令和７年

度に13億円の町債、令和８年度に19億円、約20億円の町債を発行しようとしているわけじゃ

ないですか。プラス33億6,000万円の町債が増えた後の速報値とか、財政についてどういうふ

うに判断しているかというのをお伺いしたいんですけれども。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） おっしゃられるとおり、今年度でありますが、令和８年度98億1,200万

円というのは、内部でもいろいろと対応させいていただきました。 

  まず１つは、第五次長期総合計画の後期基本計画に沿って事業を着実に継続しながら、ま

た、蔵王中学校開校準備に必要な予算を集中させるために、新規の事業の抑制及び継続事業

の精査をさせていただいたところであります。そういった面で、消耗品費、また時間外、勤

務手当の増額を抑えて予算を見積もってきたところでもあります。そういったことで、統合

中学校の関連でありますが、今回が一番大きい。そして、昨日も代表質問の中でご説明させ

ていただいたわけでありますが、この20億4,035万円を関連工事、そういったことで、大きな

形はこういう形で終わるだろうというふうに思っております。 

  それと、今言われた町債の関係だとか今後の等々というのは、以前に、去年にも健全化判断

比率の町債の現在高、一般会計の推移というやつを、今ちょっと私のほうであれなんです

が、これお手元にあると思うんですよ。（「古いやつはね」「見直しはしていますので、ま

ずは」の声あり）大体今見直しをですね、あまりそれほど大きな見直しではないので、た

だ、一番そういった面では、令和８年度でありますので、今回が一つの大きなピークを迎え

るんですね。そこから約十……（「令和26年ですね」の声あり）令和26年度で大体今の数字

ぐらいに、ラインがですね、落ち着いてくるのかなというふうに思っています。今年度、令
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和８年度がピークであります。そういったことで、以前の皆さんにお渡しさせていただいた

グラフがありますが、それとあまり大きな差はないわけであります。それをちょっとお手元

で見ていただければというふうに思っております。 

○議長（佐藤長成君） １番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） ありがとうございます。 

  私は何となくね、資料をもらって速報値分かりますけれども、私が見ればいいとかではなく

て、やっぱり町民の方に知ってもらいながら、今後、たとえもうこの57億円の町債を20年と

か30年かけて返していかなきゃいけないということなんですね。学校の建設は仕方ないとは

思いますけれども。 

  それでちょっとお聞きしたいのが、施政方針演説の中で人件費やあと公債費の義務的経費の

増大も相まってと言っているんですが、別に公債費については今年からどーんと上がってい

ないのに、むしろ３年据置きだから本当に大変なのは、まあ分からないですよ、町長が次の

任期、立たれるかどうか分からないけれども、次の任期からなんです。だから、もう借りち

ゃったから仕方ないんだけれども、やっぱりそこをちゃんと評価できていないというところ

が私はやっぱりちょっと問題じゃないかなと思っています。公債費、今年３億8,000万円だか

9,000万円だか、４億円いかない中、実際に公債費は最大で一体幾らになるんでしたっけ。ち

ょっとそこだけ一応見込みを教えてください。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） 今の件については、副町長のほうから答弁させたいと思っています。 

○議長（佐藤長成君） 副町長。 

○副町長（平間喜久夫君） お答えいたします。 

  これはあくまでも見込みという数値です。例えば災害があったりすれば、またこれも変わっ

てくるという前提でお聞きいただきたいと思います。 

  確かに、借入れについては今年がピークでございます。償還の負担ですか、これのピークと

なるのが大体令和14年から令和18年あたり、７億円超の負担というふうなことで今想定して

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤長成君） １番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） ありがとうございます。 

  ７億円超になるということで、借金するまでは大体３億円ぐらいの推移でいっていましたか
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ら、それより３億円ぐらい増えていくのかな。だから、その分やっぱり今後意識していかなきゃ

いけないのは行財政改革なんですけれども、具体的にこことここの……、事業がちょっと多い部

分もあるのかなと勝手に思って、精査しなきゃいけないですけれども。町長の中で、毎年毎年予

算を組んでいるわけですから、例えば行財政改革の中で、ここはこう切っていったんだとか、こ

こは学校建設のためにどうしてもやりたかった事業だけれどもちょっと先延ばしにしたとか、あ

とここは無駄だったからやめたとか、そういったものを何か具体的にあれば教えていただきたい

です。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） まず、先ほど申し上げましたように、第五次長期総合計画、そしてこの

後期の計画に沿って今事業を進めていると。そういった面で、特に今回の中学校の準備等々

に必要な、これだけ、25億4,000万円というのが今年度なっていくわけですから、それに合わ

せて新規事業の抑制をさせてもらったということで先ほどお話し申し上げました。そして、

継続事業の精査をさせていただきながら、そして内部でも消耗品費だとか時間外勤務手当な

どの増額を抑えて今回の予算をつくったということが、一番の今回のあれです。それだけ皆

さんに、各課でも我慢していただいたということであります。 

  そういったところで、主な新規事業でありますが、１つは中学校の跡地の利用ニーズの調

査。これも、昨日、私の施政方針の中でお話し申し上げているので、チェックしていただけ

れば分かるかと思いますが。 

  あと２つ目には、みやぎ県南中核病院の救急医療負担金。これは2,200万円ぐらいだったで

しょうか。 

  それとあとジオパークの拠点。平間議員からももう少し内容を充実すべきではないかという

ことで、これもご存じのとおり去年の１月27日に認定になったので、なかなか認定になるま

ではあまり投資等々をできることができなかったので、今回認定になったということで、も

う少し内容を充実させたいということであります。 

  それとあと、若者未来模擬議会を昨年議会の皆さんと一緒になってやらせていただいたわけ

でありますが、その中で１つでもやはり反映させていこうと、やはり今年度反映させようと

いうことで、白山公園のトイレ改修工事、これを反映させていただきます。 

  それとあと、もう一つ大きいのが小学生の給食無償化。昨日もご説明申し上げさせていただ

きましたが、代表質問に合わせて。 

  それとあと、海洋センター照明器具等改修工事、そのほかにも床のあれで、これも約8,000
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万円ぐらい金がかかるわけでありますが、これもＢ＆Ｇ財団の大きな補助を頂きながらこれ

を対応していくと。 

  簡単に言うと、こういう大きなものを新規事業でさせていただきます。そのほかにも小さな

ものはありますが、主たるものを今お話しさせていただいたところであります。 

○議長（佐藤長成君） ほかに質疑ありませんか。13番村上一郎君。 

○13番（村上一郎君） それでは、私のほうも総括質疑をさせていただきます。 

  昨年、全国的に被害とか、それから目撃が相次いだ熊出没対策でありますけれども、蔵王町

もしかりでございまして、出没件数もかなり多く、それから捕獲頭数も例年になく多くなっ

た熊の対策事業でありますけれども、恐らくこの状態ですと、今年ももう春になりますと冬

眠から覚めて出てくるのかなと思いまして、これは、施政方針の中でも町長のほうも熊対策

も重点に有害鳥獣対策の強化を図るというふうに表明されておりますけれども、やはり適正

管理の中で熊のほうの頭数管理も出てきたものですから、これは各自治体ともある程度力を

入れて取り組んでいかなければならない大きな課題になってきたんだなと思っています。 

  町民の暮らしの安全を尽くすことは、これは行政側の極めて重要な役割だなと思っておりま

すので、その辺についてこれからの取組についての所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） 今回の私の施政方針でもちょっと述べさせていただいております。昨年

でありますが、54頭、蔵王町で熊を仕留めさせていただいたところであります。それとあ

と、やはり町民の安全・安心、そして、蔵王町は農業と観光の町でありますので、やはりそ

れにも忠実に安全・安心、そういったことを考えながら対応していくと。 

  特に、去年12月でありますが、オルレであります。遠刈田温泉コースのオルレを中止させて

いただいたわけでありますが、それもやはり熊の被害に遭ったら大変だろうということで、

やっと今年５月22日でありますが、県当局と打合せをしながら、今その予定でやっていくわ

けでありますが、その辺もやはりきちんと安全を確認しながらやっていきたいと。 

  それとあと、昨年でありますが、村上一郎議員さんから一般質問をいただいたところであり

ます。その一般質問の内容を大分我々の内部で精査をさせていただきました。その精査させ

ていただいた形できちんと対応していきたいなというふうに思っておりますので、以上であ

ります。詳細については、あとここはあれなので、その辺の大まかなところでお話をさせて

いただきました。 

○議長（佐藤長成君） 13番村上一郎君。 
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○13番（村上一郎君） ありがとうございました。 

  昨年12月に一般質問させていただいたんですけれども、それを反映させる形で来年度は取り

組んでいきたいというご答弁をいただきましたけれども、やはりオルレの関係も、春の開催

ですから、まだ秋ではない状況ですので実施可能にはなるかと思いますけれども、引き続き

ある程度の危機感を持って対策は継続していかないと駄目なのかなと思っています。その辺

はしかと取り組んでいただくようにお願いしたいと思います。 

  では、あと話は変わりますけれども、いろいろ人口減少時代に入りまして、なかなか、それ

ぞれの地方自治体としてどのように持続可能な町政運営をやっていくか、行政の運営もなか

なか難しい局面に来ているんだなと思っています。特に蔵王町とほかの近隣とかの自治体と

の行政サービスの格差が生じますと、移住定住促進を掲げたとしても、より高度なサービス

のあるところにどうしても人口が増えていく、そんな感じも見受けられます。他自治体との

間で行政サービスの格差が生じないようにということで、いろいろ国のほうも政策を考えて

はいるようでありますけれども、どうしても財源上なかなか難しい自治体の関係で、特に給

食費の関係なんかはそうなんですよね、財源の豊かなところですともういち早く小中学生の

給食費無償化に取り組んでいますし、今回たまたま蔵王町、小中学生の無償化に令和８年度

からなるということでありますけれども、その辺も含めて、子育て支援とか、それから少子

高齢化対策とか教育環境整備、この辺も含めて住民サービスの低下を招かないようにしてい

かないと駄目なんだなと思っています。ですから、蔵王中学校の開校準備という、本当の重

要な令和８年度の取組になりますけれども、ほかも含めて住民サービスにきちんと取り組ん

でいく、サービスの格差が広がらないようにする、その辺も含めて、どういうふうに状態を

保っていきながら、人口減少対策も取り組んでいかないと駄目なんだなと思っておりますの

で、その辺について今年度以降の町長のお考え、見解をお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） ありがとうございます。 

  まず１つは、蔵王町としてほかの市町村との格差はあってならないということであります

が、蔵王町は子育て支援のほうを大分早くから取り上げてきているというふうに自負をして

いるところであります。まず１つは医療費の関係ですね。（「子ども医療費」の声あり）え

え、子ども医療費の関係。それで小学校まで無料にしたり、中学校まで段階的に行って、今

は高校生まで無料ですが、これも仙南ではいち早く蔵王町は取り上げてきておりますし、あ

と、ずうっと歴代の町長からやってきているのは、すこやか養育、あとあったか支援金だと
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かですね、これもずうっと歴代の方々からきています。 

  あと給食費の関係も今回させていただいていますが、それよりもですね、いろんなことを取

り上げて、詳細等については当然今度、特別委員会でやってもらって結構でありますが、昨

日もお話し申し上げましたように、移住定住の促進で、やはり定住促進事業補助金制度を活

用しながら、８年間で215人ですよ、蔵王町に入ったの。そして、そのうち町外から入ってき

た方が99件。８年間でこれだけの実績があるんです、蔵王町。ですから私は、村上議員さ

ん、誇りに思っていいと思うし、よそにない、それだけ、まあ私が一生懸命頑張っているん

でなくて、やはり町民が農業と観光の町として、そして議員さんはじめ、そしてそこで働い

ている皆さんが一生懸命に頑張っているからこそ、このように99名の方が８年間で入ってき

ている。こういう実績はないと思います。ぜひひとつ、だから私は担当課長には、マスコミ

で１回、こういった一つの、取り上げてもらったらどうだということをよく言っているんで

すが、それだけ自負をしていいのかなというふうに思っています。 

  以上であります。 

○議長（佐藤長成君） 13番村上一郎君。 

○13番（村上一郎君） 町長のおっしゃるとおりでありまして。いろんな冊子がありまして、宮

城県内の各自治体ごとの子育て支援策とか行政サービスの内容なんかの冊子もあるんです

ね。結構、蔵王町は以前からいろんな子育て関係、医療費の無償化も含めていち早く取り組

んでいまして、あと教育関連のほうも、以前は校長先生方とお話しすると、蔵王町はほかと

比べて見劣りしないように結構教育予算を取っていただいていますねというのは聞いてきま

した。ですから、それが、どんどんほかの自治体も、どうしても競争になってしまうので、

いろんなサービスを、いろんなアイデアを含めて、よそからの自治体も含めて、それを我が

市なり町で取り組もうとしているわけなんですね。ですから、今現在はあんまりレベルの差

がなくなってきているんだなという感じ方はします。ですから、その辺ほかの町と比べてど

うのこうの言われると逆に気に障るかもしれませんけれども、やはりほかの自治体で取り組

んでいる、蔵王町ではないような、よい行政サービスのことも含めていろいろ情報を収集し

ながら、住民サービスの低下を招かないようにすべきなんだなと思っておりまして、その

辺、今見解をお聞きしたところでございます。 

  それでは、３つ目のことで、３回目ですので。今回、２月に衆議院解散総選挙の衆議院のほ

うの選挙が行われました。所信表明の中でも、施政方針の中でも、積極財政施策が加速する

と思われると町長のほうで表明されておりますけれども、選挙後の今の構成が自民党の単独
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過半数以上というふうになっていますけれども、これが果たして各地方自治体のほうにどの

ような関係性を持つ選挙結果になったのかなというその辺も含めて、これから当然国からの

支援とかの要望とかいろんなのを出して積極的に予算を持ってくる関係上、積極的財政であ

る程度出してもらえるんだったら、どんどん地方のほうに分配していただくように要請活動

も重要な首長としての活動だなと思っております。ですからその辺、令和８年度以降です

ね、今の選挙の結果を踏まえた形で、どう捉えながら、そしてどう我が町のほうに財政支援

するような要請活動をしていくのか、その辺も含めて町長の心構えをお聞きしたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） なかなかこの件についてはですね、ここにだけお話しできるかなと思っ

ていますが。 

  まず１つは、議員さんの場合だと、仙南町村議会というのがあって、その上に宮城県町村議

会があって、そして全国議会があると。それと同じで、三団体といって、町長たちの仙南、

そして宮城県、そして全国町村会、そして全国の議会、そしてあと知事会だとか、そしてあ

と市長会、そうやって団体があるわけですが、そこの中で蔵王町のことだけというと、今こ

の場でというのはなかなか難しいところであります。ただ、今までの蔵王町に、蔵王町とい

うか、私たち３区でありましたので、その３区の中にやはり政権与党の先生がいなかったと

いうことが、なかなか私たちのこの１年ちょっと、聞いていただけるような環境でなかった

ということだけはお話し申し上げることはできます。そういったことで、今度は与党の先

生、３区にも誕生しましたので、そういった面ではいろんな面でお話ししやすくなるなとい

うふうに思っています。 

  ただ、全国を見た場合に、今回ご存じのとおり、東北だけでも青森と秋田が地方選挙で１人

減になっている。あとはもう東北だけで全員が与党の自民党、取ったわけであります。そう

いった面で全国が、今、村上一郎議員さんが言われるようなこと、我が町へ、我が町へと言

って水田の水を流すと、幾ら金があっても国も大変だろうなというふうに思っています。そ

ういった面では、こんなことを言うのはあれなんですが、優先順位というのをつくってそし

てお願いしなければいけない。それともう一つは、さっき言った三団体、また六団体とある

んですが、そういった団体を使って、やはり県全体的な事業というのをつくって、そしてそ

れで要望活動をしていかなければいけないなというふうに思っているところであります。 

  実は先週でありますが、私、全国の治水砂防協会の理事をやっておりますので、その理事会
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の中でも同じようなことがあったわけであります。そういったことで、これからそれぞれの

各予算取り、予算の確保というのは、なかなかやはり与党の議員さんが多くなれば多くなる

ほど難しさが出るんだろうなということで、この前、理事会が終わって会食の場があったん

ですが、その中にいろんな、二階前幹事長だとか鈴木幹事長、あと森山会長が一緒にお話を

した中でそういったお話もあったところであります。そんなことで、なかなか難しさもあ

る。与党が多く取れたから、それだけでいいものではないのではないかなというふうに思っ

ています。 

  私なりの一つの思いを語らせていただきましたので、私イコール云々ではなくて、私の個人

的なお話とさせていただきます。 

○議長（佐藤長成君） それでは、ほかに質疑ありませんか。（「なし」の声あり） 

  それでは、ほかに質疑ありませんので、この辺で本案に対する質疑はとどめたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤長成君） ご異議なしと認めます。よって、本案に対する質疑はこれをもって打ち

切りいたします。 

  お諮りいたします。本案は慎重な審議を行うため、蔵王町議会委員会条例第５条の規定に

より、議長を除く全員をもって構成する予算特別委員会を設置し、予算特別委員会に審査を

付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤長成君） ご異議なしと認めます。よって、議長を除く全員をもって構成する予

算特別委員会を設置し、議案第３号令和８年度蔵王町一般会計予算については、予算特別委

員会に審査を付託することに決しました。 

                                            

     日程第 ４ 議案第 ４号 令和８年度蔵王町国民健康保険特別会計予算 

     日程第 ５ 議案第 ５号 令和８年度蔵王町宮財産区特別会計予算 

     日程第 ６ 議案第 ６号 令和８年度蔵王町介護保険特別会計予算 

     日程第 ７ 議案第 ７号 令和８年度蔵王町後期高齢者医療特別会計予算 

     日程第 ８ 議案第 ８号 令和８年度蔵王町国民健康保険蔵王病院事業会計予算 

     日程第 ９ 議案第 ９号 令和８年度蔵王町水道事業会計予算 

     日程第１０ 議案第１０号 令和８年度蔵王町下水道事業会計予算 
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○議長（佐藤長成君） 続きまして、日程第４、議案第４号令和８年度蔵王町国民健康保険特別

会計予算、日程第５、議案第５号令和８年度蔵王町宮財産区特別会計予算、日程第６、議案

第６号令和８年度蔵王町介護保険特別会計予算、日程第７、議案第７号令和８年度蔵王町後

期高齢者医療特別会計予算、日程第８、議案第８号令和８年度蔵王町国民健康保険蔵王病院

事業会計予算、日程第９、議案第９号令和８年度蔵王町水道事業会計予算、日程第10、議案

第10号令和８年度蔵王町下水道事業会計予算、以上７件を一括議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。町長。 

     〔町長 村上英人君 登壇〕 

○町長（村上英人君） ただいま一括上程されました議案第４号から議案第10号まで、７件の各

種特別会計予算について、それぞれ提案の理由をご説明申し上げます。 

  初めに、議案第４号令和８年度蔵王町国民健康保険特別会計予算については、予算の総額を

歳入歳出それぞれ16億3,000万円とするものであります。前年度より1,900万円、1.2％の増と

なったところであります。 

  次に、議案第５号令和８年度蔵王町宮財産区特別会計予算については、予算の総額を歳入歳

出それぞれ301万6,000円とするものであります。前年度より84万8,000円、39.1％の増となり

ました。 

  次に、議案第６号令和８年度蔵王町介護保険特別会計予算については、予算の総額を歳入歳

出それぞれ15億6,400万円とするものであります。前年度より8,000万円、5.4％の増となった

ところであります。 

  次に、第２表債務負担行為については、新たに１件の債務負担行為を設定しようとするもの

であります。 

  次に、議案第７号令和８年度蔵王町後期高齢者医療特別会計予算については、予算の総額を

歳入歳出それぞれ２億1,740万円とするものであります。前年度より2,450万円、12.7％の増

となりました。 

  次に、議案第８号令和８年度蔵王町国民健康保険蔵王病院事業会計予算についてご説明を申

し上げます。 

  本案は、予算第３条の収益的収入及び支出において、病院事業収益を３億3,451万4,000円

に、病院事業費用を４億7,818万5,000円にしようとするものであります。 

  次に、予算第５条に定める資本的収入及び支出については、資本的収入を5,369万円に、資

本的支出を3,298万8,000円とするものであります。 
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  次に、議案第９号令和８年度蔵王町水道事業会計予算についてご説明を申し上げます。 

  本案は、予算第３条の収益的収入及び支出について、上水道事業収益を４億5,729万円、簡

易水道事業収益を311万7,000円に、上水道事業費用を４億8,291万5,000円、簡易水道事業費

用を534万円にしようとするものであります。 

  次に、予算第４条に定める資本的収入及び支出については、上水道事業資本的収入を２億

2,929万9,000円、上水道事業資本的支出を３億1,458万9,000円、簡易水道事業資本的支出を

３万1,000円とするものであります。 

  次に、予算第５条の債務負担行為については、新たに１件の債務負担行為を設定しようとす

るものであります。 

  次に、予算第６条の企業債については、老朽施設更新事業等の限度額等を定めようとするも

のであります。 

  最後に、議案第10号令和８年度蔵王町下水道事業会計予算についてご説明を申し上げます。 

  本案は、予算第３条の収益的収入及び支出において、下水道事業収益を２億9,971万円、下

水道事業費用を３億356万2,000円にしようとするものであります。 

  次に、予算第４条に定める資本的収入及び支出については、資本的収入を１億7,682万円

に、資本的支出を２億3,761万2,000円にしようとするものであります。 

  次に、予算第５条の債務負担行為については、新たに３件の債務負担行為を設定しようとす

るものであります。 

  次に、予算第６条の企業債につきましては、公共下水道事業及び流域下水道事業の限度額等

を定めようとするものであります。 

  以上、令和８年度各種特別会計予算７件について一括でご説明申し上げましたが、本案につ

きましても、予算特別委員会において詳細に審査されると思いますので、慎重にご審議の

上、原案どおり可決決定くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤長成君） 提案理由の説明が終わりましたので、一括議題といたしました７件につ

いて一括質疑に入ります。 

  一括議題とした７件につきましても、予算特別委員会に審査を付託する予定でありますの

で、質疑は政策的なもの、あるいは総括的なものについて質疑をされるようお願いいたしま

す。 

  一括議題といたしました７件に対する質疑を許します。質疑ありませんか。８番村上正文

君。 
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○８番（村上正文君） 議案第10号の下水道事業会計予算についてお伺いをしたいと思います。 

  当初予算書の311ページになります。第３条に掲げる収益的収入及び支出でございます。第

１款の下水道事業収益、これが２億9,971万円、そして下水道事業費用については３億356万

2,000円というふうなことで、収支で見ますと385万2,000円の赤字予算というふうになってご

ざいます。実は、令和８年度から５年間の財政の見通しによって、今年４月から一律下水道

使用料を20％値上げをするというふうなことで、この前条例の改正もあったわけでございま

す。前年度の下水道使用料の予算に対して、令和８年度は約2,200万円ぐらい下水道使用料の

収入額も増額見込みをしているわけですが、私は、使用料の見直しによって大きな増額には

ならないにしても、せめてとんとんぐらいで黒字の収支予算になるのかなというふうに見て

いたわけですが、初年度から赤字予算の計上というふうなことで、料金改定と今回の予算の

計上についてどのように理解をすればいいのかというふうなことでまずお尋ねをしたいと思

います。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） おっしゃられるとおりであります。このように、20％アップさせていた

だいてもこれだけの350万円からの赤字が出てくるわけでありますが、ただ、それも最小限に

抑えてやっていきましょうと。実は内部なんかでも、水道の審議会というか、関係の皆さん

に集まっていただきながらやったんですが、その中でも、もうちょっとアップすべき、た

だ、一気に30％だとか40％いけばこれは黒字になるわけでありますが、そうもいかなくて、

最低限ぐらいに抑えてこういう数字が出たということであります。 

  なお、担当の平間課長のほうからご説明をさせたいと思います。 

○議長（佐藤長成君） 上下水道課長。（「315ページに関して」の声あり） 

○上下水道課長（平間勝文君） 議員の質問にお答えさせていただきたいと思います。 

  ご案内のとおり、12月で下水道料金一律20％ということで改定をお認めいただきました。そ

れで、今回議員がおっしゃるように、本来、３条予算というのは収入と支出、収支バランス

はとんとんであることが望ましいということになっております。今回、そこを目指しながら

予算積もりをしたんですが、実は、そのときもお話、ご指摘もあったんですけれども、老朽

管があと10年くらいで出てきますということなので、早急に下水道のほうにおいても管路ス

トックマネジメントの実施ということで、要は管路の老朽化具合等々を詳細に調べながら対

応していくという計画をつくっていかないとこれは間に合わないという判断に立ちまして、

その辺も予算をちょっと今回、特別委員会のほうで詳細は説明させていただきますが、上げ
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ておりますので、とんとんということで本当は目指したんですけれども、なかなかそこまで

はいかなかったということで、議員ご指摘の内容になったということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤長成君） ８番村上正文君。 

○８番（村上正文君） ありがとうございます。 

  今年４月からの使用料の改定に当たって、昨年の11月17日に全員協議会でいろいろ説明をい

ただいたわけでございますが、そのときの資料を見ますと、令和８年度から令和12年度まで

の５年間で見て、毎年収支で不足する金額が、５年間平均に見て１年当たり2,000万円弱不足

するんだというふうなことで、それをとんとんに持っていくためには20％の使用料の値上げ

が必要だというふうなことでの今回の改定なわけでございます。それで、令和８年度は、そ

のストックマネジメントですね、その計画を作成するというふうなことで大きな支出が出る

というふうな特殊事情があったために、たまたま若干の赤字予算になるというふうなことの

説明だと思うんですが、トータルとして５年間を見た場合に、やっぱり最終的にとんとんに

なるぐらいの見通しに立てるのかどうか、その辺について確認をしておきたいと思います。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） 同じく上下水道課長から答弁させます。 

○議長（佐藤長成君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（平間勝文君） お答えさせていただきたいと思います。 

  今、議員のご指摘のとおり、私も2,000万円が足りないのでということでお話し申し上げ

て、20％の料金改定ということでお話し申し上げて、最終的にはあのときも５年間くらいで

今後見ていきたいということで、今回、今議員がおっしゃったように特別な事情がありまし

て、管路の計画というところを早急にやらなくてはならないという判断に立ちましたもの

で、若干の赤字ということで３条は組ませていただきましたが、５年内には収支のバランス

が取れるように持っていきたいと考えておりますので、その辺計画的に予算のほうを組んで

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤長成君） それでは、ほかに質疑ありませんか。１番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） 蔵王病院の予算のことでお聞きしたいんですけれども、今回の中核病院

のほうにという話がありましたけれども、療養施設、病床もなくして診療所に向かっていく

中、私はずっと療養病床がなくなったら売上げの柱がなくなるんじゃないかということをす
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ごく心配していて、やっぱり実際に予算書を見たときに、去年の予算と比べたときに7,300万

円収益を減らしているにもかかわらず、支出は2,000万円上がっているんですね。だからとい

って他会計補助でその分を補助するのかというとそうなっていなくて、純粋にそのまま３億

3,400万円の収入、支出が４億7,800万円で、これで経営できるんですかね。いっぱいキャッ

シュがあるんですか、１億円もキャッシュがあるんでしたっけ。ちょっとそれが分からなく

て、すみません。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） この件に当たって、数字的なこともありますので、病院事務長にして答

弁させたいと思います。 

○議長（佐藤長成君） 病院事務長。 

○病院事務長（鈴木智子君） ご説明させていただきます。 

  確かに収入のほうにつきましては、現状を見まして入院がかなり減っているということで、

本日も入院されている方は７名、26床中７名ということで、かなり今年度下半期減っており

ます。これは他の病院等を聞きましても同じということで、かなり病院の経営が苦しくなっ

てきております。支出のほうを見ますと、かといって職員の給料ですとか、かかる費用につ

きましてはそれなりに、入院患者さんが少ないから、外来の患者さんが少ないということで

あってもかかってくる分がありますので、支出のほうでは見ております。 

  確かにここに１億円のギャップがあって、赤字ということで町のほうから負担いただくとい

うことで予算計上させていただいているんですけれども、まず、一応当初のほうではこのよ

うな予算でやってまいりたいと思っておりますが、いろいろやっていく中で足りない分とか

そのようなものも出てくる可能性もありますので、その辺については補正のほうで対応させ

ていただきたいと思っておりますので、当初につきましてはこのような予算で組ませていた

だきましたので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤長成君） １番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） それはおかしいと思います、私はやっぱり。これまでだったら、強化プ

ランの中で、一応目標で療養病床を満床にして黒字に持っていくんだと。黒字に持っていけ

ば、その他会計補助、約１億円から２億円、あれ含めてですよ、国からの補助を含めてね、

需要額含めて１億円か２億円で足りるはずだったんですけれども、療養病床を残した上で、

それをして足りないから補正で持っていくんだというのは分かるんですけれども、今回は明

らかに療養病床をもうなくして診療所にしていくんだ、けれどもその過程においてやっぱり



７６ 

１億続いて、何がしのお金が足りないと言っているのに、それでお金、町で補助、後で補正

しますからなんていうのってちょっと違うんじゃないのかと。もう明らかに、だって病院の

働いている方が言っていましたよ。療養病床がなくなることについてどう思いますかって、

いや病院がなくなっちゃうんだなってちょっと諦めムードですなんていう話も私聞いている

んです。確かに診療所としては残るかもしれないし、実際中核病院との話合いがあるから目

に見えないのは分かるんですけれども、今の当初予算の中でもう、今７人しかいないし、こ

れから増えていくなんていうことないですよね、もう。診療所を目指すんだから、これから

増えていかないですよね、町長ね。だったら、ちゃんと診療所にしていく過程の中で、他会

計補助、町からの補助金ですよ、ちゃんとこの支出に見合った分まで当初予算で見なきゃい

けないんじゃないですか、町長。いかがですか。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） 257ページのキャッシュフローがありますので、そこを見てください。

何とかその辺でとんとんでいきそうな感じもしますし。あと、中核の参入してからは、その

辺ちょっと、今、中核とも横の連携を取りながら、そして数字等々も含めて、この半年ぐら

いやっていこうとしているところであります。 

  このキャッシュフローについて副町長のほうから説明させます。 

○議長（佐藤長成君） 副町長。 

○副町長（平間喜久夫君） それでは、病院の経営についてでございます。 

  今のところ、このキャッシュフローを見てもらうように、確かに３条予算では大分赤字幅が

大きくなるということではございます。ただ、４条予算のほうでもちょっと補助金が入って

きてプラスになったりしています。最終的に……、今のあくまでも予定でございます。た

だ、このキャッシュフローを見る限りは、年度末の若干のお金を残した形でできるんだよと

いうようなことで予算のほうは計上させてもらっておりますので、ご理解いただきたいとい

うふうに思っております。あくまでも、いわゆる減価償却費とかそういう非現金部分につい

ては、実際の支出が伴わないわけです。お金の支払いというのはありませんので、最終的に

これで、執行部としてこの形で何とかいけたらというふうなところで今考えているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤長成君） １番平間徹也君。 

○１番（平間徹也君） キャッシュフローは私もちょっと確認したんですけれども、資金期首残
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高3,000万円、期末が2,500万円で推移するというんですけれども、何かちょっとこれは私に

はあんまり。しかも、減価償却だって3,000万円ぐらいですよね。今までこれまでずうっと議

論されてきた蔵王病院の赤字幅の中で、これで済むのかなというのがちょっと。すみませ

ん、ここちゃんと私が見えていない。ただ、1,500万円だけのキャッシュフローが減るだけで

済むんだったら、これまでだって蔵王病院って経営できているんじゃないかなと、何となく

素人目で思ってしまうし、あとやっぱり、もう１個確認したいのが、あくまで今回診療所に

なるのは、赤字だから診療所になるんじゃなくて、病院の先生が見つからなくて診療所にな

るんですよね、町長。そこだけちょっと最後確認させてください。 

○議長（佐藤長成君） 町長。 

○町長（村上英人君） 以前からずっとお話し申し上げていますが、まず１つは黒字化になかな

かならない。それとあと、療養が思うように、十五、六人の方が入ればとんとんぐらいでい

く場合もあるんですけれども、それもご存じのとおり半分以下であるということなんです。

今７人かな、療養、今入院の患者。それと、何よりもですね、今医師不足なんです。医師不

足で、東北大学からはやっとこの１年間だけ、蔵王町さんとは長いお付き合いしてきている

ので、この１年間だけはどうにかしましょうということが１つ。２つ目には、薬剤師が見つ

からないんです。やっと今の薬剤師さんが、どうにか１年だったら頑張ってやりましょうと

いう返事をもらったばかりなんです、実は２月に。そういうことなんです。 

  医師不足、薬剤師不足、そして経営がうまくいかない。そういったことで、いろんなことを

考えた場合に、中核と一緒になって、そして今企業長ともお話ししながら。そして、今度、

蔵王診療所になったときには、新たな診療科目も増やして多くの方々に足を運んでもらえる

ような、そういった環境を整えていきたいなというふうに思っているところであります。 

  以上です。 

○議長（佐藤長成君） ほかに質疑ありませんか。（「なし」の声あり） 

  それでは、ほか質疑ありませんので、一括議題といたしました７件に対する質疑はこの辺で

とどめたいと思います。これにご異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤長成君） ご異議なしと認めます。よって、一括議題といたしました７件に対する

質疑は、これをもって打ち切りといたします。 

  お諮りいたします。一括議題といたしました議案第４号から議案第10号までの７件につきま

しては、予算特別委員会に審査を付託することにご異議ありませんか。 
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤長成君） ご異議なしと認めます。よって、議案第４号から議案第10号までの７件

につきましては、予算特別委員会に審査を付託することに決しました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

       午前１１時０６分 散会 

                                            

  上記会議の次第は、事務局長の記載したものであるが、内容に相違ないことを証するため、

ここに署名する。 
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